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自転車の交通安全自転車の交通安全

第30回 豊田まちと交通勉強会「まちべん」

(公財)豊田都市交通研究所 小野剛史
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・全国的に自転車が増加？

１.はじめに

3

→震災後、交通網のマヒに伴う帰宅難民になることへの不安
→パーソナルな乗り物、環境にやさしい、サイクリングブーム

・自転車利用者は増加していると推測 （PT調査でも都市圏では増加傾向）
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・自転車関連事故も増加？

・自転車関連事故は減少傾向→なぜ自転車の交通安全が注目？

平成２４年中の交通事故の発生状況 警察庁より

19.1万件 13.1万件 484件 315件
31% 35%
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H24：自転車事故の相手当事者 H24：法令違反別自転車関連事故の状況

・自転車利用者の交通ルール遵守意識は十分に浸透していない
・自転車利用者のルール・マナー違反に対する国民の批判の声
は後を絶たない

⇒自転車の交通安全問題がクローズアップ！

法令違反例 死傷者数 構成率
信号無視 2,887 2.2
通行区分 2,479 1.9
横断・転回等 528 0.4
優先通行妨害 890 0.7
交差点安全進行 13,225 10.3
徐行違反 1,635 1.3
一時不停止 6,972 5.4
自転車通行方法 1,365 1.1
安全運転義務 50,546 39.2
その他の違反 1,395 1.1
違反不明 272 0.2
違反なし 46,820 36.3

129,014
・約6割が法令違反

平成２４年中の交通事故の発生状況 警察庁より

豊田市では？？

・対自動車が84.4%

自転車vs 事故件数(死亡) 構成率
自動車 111,414(489) 84.4
二輪車 7,854(14) 6.0
歩行者 2,625(6) 2.0
自転車相互 3,260(0) 2.5
自転車単独 2,816(47) 2.1
その他 4,079(7) 3.1

132,048(562)
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【目的】：豊田市の実態をアンケート調査により把握
・自転車利用者の安全意識（交通ルール・保険・メンテナンス）
・走行実態（走行位置）
・周囲からみた自転車に対する意識
・中心市街地周辺でのヒヤリ箇所

【この後の報告内容】

２．自転車走行ルールの実態

・道路交通法の変遷（自転車の歩道走行の常態化を招いた理由）
・自転車安全利用五則

３. 豊田市の自転車利用者の意識や実態
・自転車利用者の安全意識（交通ルール・保険・メンテナンス）
・走行実態（走行位置）
・周囲からみた自転車に対する意識
・中心市街地周辺でのヒヤリ箇所
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道路交通法制定「自転車は車両、車道の左側を通行」

「自転車道」と「自転車歩行者道」を規定
＝自転車の歩道通行可を規定

「自転車占用通行帯（自転車レーン）」を規定

自歩道の「自転車通行部分」を規定
歩道･交差点での通行方法など細かく規定

普通自転車の歩道通行に関する規定

普通自転車の歩道通行可能要件の明確化

Ｓ35

Ｓ45

Ｓ46

Ｓ53

H20

←歩道上での事故急増

←歩道走行が常態化、歩行者との事故増加

←高度経済成長期のモータリゼーションで交通事故急増

2.1 道路交通法の変遷（自転車編）

２．自転車走行ルールの実態

8（財）全日本交通安全協会資料より

【参考】H20道路交通法の改正内容（自転車編）【参考】H20道路交通法の改正内容（自転車編）

+70歳以上・身体の不自由な方
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◆ 自転車の交通違反にも罰則が科せられる

自転車は車道が原則、歩道は例外

信号無視 ：3ヶ月以下の懲役又は5万円以下の罰金（過失罰あり）

例えば… 酒酔い運転：5年以下の懲役又は100万円以下の罰金

【参考】自転車安全利用五則【参考】自転車安全利用五則

◆ 交通反則通告制度（交通反則切符）適用外＝前科者

車道は左側を通行

歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行

安全ルールを守る
（飲酒・二人乗り・並進・ライト・信号・一時停止・安全確認）

子供はヘルメットを着用

走行位置の原則

車道での走行位置

歩道走行時の注意事項

禁止事項×3
夜間走行時の決まり
その他×3
子供の義務

1.

2.

3.

4.

5.
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1.路側帯 2.駐停車禁止
路側帯

3.歩行者専用
路側帯

中
央
線
等

中
央
線
等

中
央
線
等

【参考】路側帯※の通行位置
※歩行者の通行の用に供し、又は車道の効用を保つため、歩道の設けられていない道路又は道路の歩道の設け
られていない側の路端寄りに設けられた帯状の道路の部分で、道路標示によって区画されたものをいう。

Q1:現在下図で自転車が通行できるのは①～④のどの位置？

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

Q2:H25.6に改正され12月までに施行される道交法に従う場合は？
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調査 平成24年10月 ； 豊田市駅周辺 ； 主に通勤者

配布・回収 配布数：1,035 回収数：210（回収率：約20％）

調査項目

・走行位置と自転車利用時の速度感
・走行ルールの認識状況、安全意識
・ヒヤリ･事故の経験と箇所
・保険制度の認識と加入状況

男性：122 女性：88

10
代
15

30代
31

40代
49

50代
58

60代
25

20代
19

70
代
12

3.1 調査の概要

３.豊田市の自転車利用者の意識や実態
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（１）自転車利用者の安全意識（交通ルール）
3.2 調査結果

自転車の走行ルール 認識率 遵守率

走
行
ル
ー
ル

道路標識（自転車歩道通行可）の認識 64.9%(60) 33.3%(44)
歩道走行時の歩行者優先 83.3%(86) 34.5%(55)
歩道走行時の車道側走行 64.7%(86)
車道走行時の左側走行 84.3%(93) 42.6%(60)

安
全
ル
ー
ル

二人乗り禁止 97.1%(85) 66.2%(85)
並走禁止 82.4%(-) 60.3%(-)
信号や標識の遵守 91.4%(92) 50.7%(88)
飲酒運転禁止 78.9%(97) -(86)

①「道路標識（自転車歩道通行可）」・「歩道走行時の車道側走
行」の認識率は65%と低い。さらに遵守率は30%程度と非常に
低くなっている。

②安全ルール「二人乗り禁止」「並走禁止」「信号標識遵守」
「飲酒運転禁止」については、認識率は高いが、遵守率は50
～60%と低くなっている。

①

②

参考：( )内はH23警察庁調査結果より
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年に1度以上
54人
26%

数年に1度
44人
22%

していない
105人
52%

している
54人
26%

していない
152人
74%

認識あり
35人
17%

少し認識
114人
55%

認識していない
59人
28%

している
40人
19%

以前加入
33人
16%

していない
133人
65%

②定期的に自転車を整備し
ていますか？

③自転車保険は加入してい
ますか？

①事故を起こしてしまった場

合、賠償責任を負うかもし
れないことを認識していま
すか？

④ TSマーク保険に加入してい
ますか？

（２）自転車利用者の安全意識（保険・メンテナンス）

・事故時、賠償責任を負うことを認識している
人は多いが、保険に加入している人は少ない。
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• 「①歩道」との回答が74%と最も多い、車道の左側②③
はともに12%ずつ、車道の右側④⑤はともに1%ずつ

（３）走行実態（走行位置）
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• 30代は②③車道左側を走行する割合が高い
• 60代は②③車道左側を走行する割合が低い

（４）走行実態（走行位置別の年齢層）
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自転車の走行ルール
認識率

歩道走行 車道左側

走
行
ル
ー
ル

道路標識（自転車歩道通行可）の認識 62.7％ 76.5％
歩道走行時の歩行者優先 83.1％ 86.5％
歩道走行時の車道側走行 63.8％ 68.6％
車道走行時の左側走行 81.2％ 94.2％

安
全
ル
ー
ル

二人乗り禁止 96.8％ 98.1％
並走禁止 80.5％ 90.4％
信号や標識の遵守 90.3％ 96.2％
飲酒運転禁止 74.5％ 92.3％

①歩道走行選択者の「標識の認識」「車道走行時の左側走
行」「並走禁止」「飲酒運転禁止」の認識割合が車道左
側走行に比べ低い

②いずれの項目でも車道左側選択者の認識率が高い

①

①

①

① ②

（５）走行実態（走行位置別の安全ルールの認識率）
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・高い年齢層、自転車通勤者、運転免許未保有者が「歩道」
を選択する傾向にあり、ルールの認識率も低い

歩道走行 車道左側

年齢層 高年齢 若年齢

性別 男女間の差がない

自転車通勤頻度 多い 少ない

運転免許の保有 ない あり

ルール認識率 低い 高い

（６）走行実態（走行位置別の意識のまとめ）
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車道走行時

歩道走行時

• 車道走行時には回答者の9
割が走行車両に対し注意を
払っている

• 歩道走行時には回答者の7
割が歩行者に対し注意を
払っている

• 歩道走行時の方が「交差点
出合頭」を注意している傾
向がみられる

複数回答可（回答総数500）

複数回答可（回答総数433）

Ｑ：自転車走行時に注意していることは？

（７）自転車利用者の意識（自転車→自動車・歩行者）

19

自動車

• 自動車ドライバー･歩行
者とも9割以上が自転車
を“危ない”と感じたこと
がある

• “よくある”との回答数を
比較すると、自動車の方
が1.2倍多くなっている。

• 両者とも自転車が近い位
置を走行することに対し
て危ないと感じている

複数回答可 複数回答可
歩行者

Ｑ：自転車を危ないと感じた頻度とその時の状況は？

（８）自転車利用者への意識（自動車・歩行者→自転車）
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ヒヤリ要因 ヒヤリ指摘箇所数・傾向

自動車
（青）

60箇所

細街路から幹線への出合頭

道路構造
（水色）

32箇所

狭幅員・見通しの悪さ

自転車
（ピンク）

16箇所

並走・スピード出しすぎ
（国道301号・久澄橋）

歩行者
（黄緑）

32箇所

自転車歩行者道での錯綜

指摘者数：53名

 自転車通行位置が明示された
路線でのヒヤリ （停車場線）

（９）ヒヤリ箇所の実態



 自転車通行位置が明示された路線（停車場線）
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・自転車利用者のマナー向上が大き
な課題

・自歩道の明確化
・自転車利用者のマナー向上
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自転車の安全啓発冊子の作成

• 走行実態
• 安全ルールの意識
• 保険やメンテナンス
• クイズ

• 豊田市の自転車の交通安全啓
発用のツールとして今後活用

23 24
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■自転車は自動車と同じ「車両」、自転車に対す
る正しい知識と安全な行動が重要

■道路空間を共有する者（自動車・自転車・歩行
者）同士の思いやり

４.最後に
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◆道路種別

国道・県道 ：84件

市道・その他：189件

◆交差点（上位）

小坂町10丁目：8件
挙母町１丁目：6件
喜多町5丁目：6件

3.2 中心市街地周辺の自転車事故地点（H20～23）

・細街路-幹線道路で
の出合頭事故が最も
多い
(273件中118件,43％)



 事故・ヒヤリ共に多い箇所（挙母町1丁目交差点・けやき通り）
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・空間的に危険な箇所は早急な改良が望まれるが・・
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停車場線（交差点前）
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停車場線（スタジアム前）
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停車場線（豊田大橋→市駅方面）
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H25の改正内容

自転車が道路右側の路側帯を通行することを禁止（平成25年12月13日までに施行）

改正前は自転車の走行できる路側帯では双方向の通行が可能でしたが、左側通行徹
底のため、また路側帯内での自転車同士の事故防止のため、自転車が通行できる路側
帯は道路左側に設けられた路側帯のみが通行可能となります。

ブレーキの効かない自転車の運転を禁止（平成25年12月13日までに施行）

自転車のブレーキが効かない恐れがある場合、警察官はその場で停止させて検査が
できるようになり、整備不良自転車と認められ応急整備のできない自転車は、その場で
運転の継続が禁止されます。

危険な違反を繰り返す自転車利用者に講習を実施（平成27年6月13日までに施行）
信号無視や遮断踏切立入、飲酒運転など悪質な違反を2回以上繰り返す自転車利用

者に講習の受講を義務づけます。未受講者は5万円以下の罰金が適用されます。
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東京都の実態
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年代 0～10歳代 20代 30代 40代 50代 60代 70以上

自転車
講習

小４
中学1年
高校1年

ニューズレター・免許更新時‥

講習・教育が希薄
高齢者講習

● 事業所（勤務先）での自転車教育・啓発

● 交通安全学習センターとの連携

【利用者】

 教育機関での教育・啓発の充実

 学生以上高齢者未満を対象とした教育

 自己防衛のためにもまずはTSマークから

自転車交通安全冊子を作成
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